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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)

【公表番号】特表2007-518073(P2007-518073A)
【公表日】平成19年7月5日(2007.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2007-025
【出願番号】特願2006-547152(P2006-547152)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  29/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  29/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  29/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  29/18    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  29/02    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  29/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月11日(2007.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）次式を有する官能基からなる群から独立に選択された２つ以上の懸垂基を有する
可溶性ポリマー：
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【化１】

（式中、
　Ｒ1およびＲ2は、これらが結合しているジカルボキシミド基と共に、任意選択の芳香族
基、任意選択の飽和もしくは不飽和の環状基、または任意選択の飽和もしくは不飽和の二
環状基に縮合させることができる４～８員のヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し；
　Ｒ3は、アルキル、アリール、アラルキル、または－ＮＲaＲb（式中、ＲaおよびＲbは
それぞれ、アルキル基であり、またはこれらが結合している窒素原子と一緒になって、４
～８員のヘテロ環状基を形成する）であり；
　Ｒ4およびＲ5は、これらが結合しているジカルボキシミド基と共に、任意選択の芳香族
基、任意選択の飽和もしくは不飽和の環状基、または任意選択の飽和もしくは不飽和の二
環状基に縮合させることができる４～８員のヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し；
　Ｒ6は、アルキル、フルオロアルキル、クロロアルキル、アリール、－ＮＲcＲd（式中
、ＲcおよびＲdはそれぞれ、アルキル基であり、またはこれらが結合している窒素原子と
一緒になって、４～８員の環状基を形成する）であり、あるいはＲ6はＲeおよびこれらが
結合している基と一緒になって、任意選択の芳香族基、任意選択の飽和もしくは不飽和の
環状基、または任意選択の飽和もしくは不飽和の二環状基に縮合させることができる４～
８員のヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し；
　Ｚは、アルキル、アリール、または－（ＣＯ）Ｒe（式中、ＲeはＲ6およびこれらが結
合している基と一緒になって、窒素ヘテロ原子および硫黄ヘテロ原子を有する４～８員の
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ヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し、前記ヘテロ環状またはヘテロ二環状基を、任
意選択の芳香族基、任意選択の飽和もしくは不飽和の環状基、または任意選択の飽和もし
くは不飽和の二環状基に縮合させることができる）であり；
　Ｙ1、Ｙ2、およびＹ3はそれぞれ独立に、単結合、またはアルキレン、ヘテロアルキレ
ン、アリーレン、カルボニル、カルボニルオキシ、カルボニルイミノ、オキシ、チオ、－
ＮＲf－（式中、Ｒfは、水素またはアルキルである）およびそれらの組合せからなる群か
ら選択された２価基であり；かつ
　Ｙ4およびＹ5はそれぞれ結合である）；あるいは
　（ｂ）次式のモノマー：
　Ａ－Ｒ7－Ｘ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ8）＝ＣＨ2

（式中、
　Ａは、式（Ｉ）、（ＩＩ）、および（ＩＶ）を有する官能基からなる群から選択され；
　Ｘは、－Ｎ（Ｒ9）－または－Ｏ－であり；
　Ｒ7は、アルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレン、およびそれ
らの組合せ（ただし、アルキレンおよびヘテロアルキレンは場合によっては、１つまたは
複数のカルボニルを含む）からなる群から選択された２価基であり；
　Ｒ8は、水素またはメチルであり；かつ
　Ｒ9は、水素またはＣ1~6アルキル基である）；あるいは
　（ｃ）次式の多官能性化合物：
（Ａ’－）y－Ｑ
（式中、
　Ａ’はそれぞれ独立に、式（Ｉ）、（ＩＩ）、および（ＩＶ）を有する官能基からなる
群から選択され；
　Ｑは、単結合、またはｙ－価原子もしくは基であり；かつ
　ｙは、２～１０の整数であり；
　ただし、Ｑ、Ｙ1、Ｙ2、およびＹ3は、ジスルフィド基を含まないことを条件にする）
；あるいは
　（ｄ）式Ｉ、ＩＩ、またはＩＶ（式中、各Ｙ基（Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3）は、カルボキシ、ハ
ロカルボニル、ハロカルボニルオキシ、シアノ、ヒドロキシ、メルカプト、イソシアナト
、ハロシリル、アルコキシシリル、アシルオキシシリル、アジド、アジリジニル、ハロア
ルキル、第三級アミノ、第一級芳香族アミノ、第二級芳香族アミノ、ジスルフィド、アル
キルジスルフィド、ベンゾトリアゾリル、ホスホノ、ホスホロアミド、ホスファト、エチ
レン性不飽和基、およびそれらの組合せからなる群から独立に選択された基板の反応性官
能基に結合されている）で表される１つまたは２つの官能基を有する化合物；あるいは
　（ｅ）１つまたは複数の様々なモノマー（ただし、少なくとも１つのモノマーは、（メ
タ）アクリラートモノマーである）から誘導され、式Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、またはＩＶを有
する官能基を含まないポリマー；あるいは
　（ｆ）Ｎ－ビニルカルバゾールおよび場合によっては他のエチレン性不飽和モノマーか
ら誘導されたポリマー；あるいは
　（ｇ）ＶＦ2含有フルオロポリマー；
　（ｈ）ポリエポキシド；あるいは
それらの組合せを含む表面を含む音響センサ。
【請求項２】
　次式を有する官能基からなる群から独立に選択された２つ以上の懸垂基を有する可溶性
ポリマーを含む音響センサ：
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【化１４】

（式中、
　Ｒ1およびＲ2は、これらが結合しているジカルボキシミド基と共に、任意選択の芳香族
基、任意選択の飽和もしくは不飽和の環状基、または任意選択の飽和もしくは不飽和の二
環状基に縮合させることができる４～８員のヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し；
　Ｒ3は、アルキル、アリール、アラルキル、または－ＮＲaＲb（式中、ＲaおよびＲbは
それぞれ、アルキル基であり、またはこれらが結合している窒素原子と一緒になって、４
～８員のヘテロ環状基を形成する）であり；
　Ｒ4およびＲ5は、これらが結合しているジカルボキシミド基と共に、任意選択の芳香族
基、任意選択の飽和もしくは不飽和の環状基、または任意選択の飽和もしくは不飽和の二
環状基に縮合させることができる４～８員のヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し；
　Ｒ6は、アルキル、フルオロアルキル、クロロアルキル、アリール、－ＮＲcＲd（式中
、ＲcおよびＲdはそれぞれ、アルキル基であり、またはこれらが結合している窒素原子と
一緒になって、４～８員の環状基を形成する）であり、あるいはＲ6はＲeおよびこれらが
結合している基と一緒になって、任意選択の芳香族基、任意選択の飽和もしくは不飽和の
環状基、または任意選択の飽和もしくは不飽和の二環状基に縮合させることができる４～
８員のヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し；
　Ｚは、アルキル、アリール、または－（ＣＯ）Ｒe（式中、ＲeはＲ6およびこれらが結
合している基と一緒になって、窒素ヘテロ原子および硫黄ヘテロ原子を有する４～８員の
ヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し、前記ヘテロ環状またはヘテロ二環状基は、任
意選択の芳香族基、任意選択の飽和もしくは不飽和の環状基、または任意選択の飽和もし
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くは不飽和の二環状基に縮合させることができる）であり；
　Ｙ1、Ｙ2、およびＹ3はそれぞれ独立に、単結合、またはアルキレン、ヘテロアルキレ
ン、アリーレン、カルボニル、カルボニルオキシ、カルボニルイミノ、オキシ、チオ、－
ＮＲf－（式中、Ｒfは、水素またはアルキルである）およびそれらの組合せからなる群か
ら選択された２価基であり；かつ
　Ｙ4およびＹ5はそれぞれ結合である）。
【請求項３】
　音響センサの被覆方法であって：
　次式を有する官能基からなる群から独立に選択された２つ以上の懸垂基を有する可溶性
ポリマーを、音響センサの表面に非接触被着技法を使用して塗布するステップを含む方法
：
【化２１】

（式中、
　Ｒ1およびＲ2は、これらが結合しているジカルボキシミド基と共に、任意選択の芳香族
基、任意選択の飽和もしくは不飽和の環状基、または任意選択の飽和もしくは不飽和の二
環状基に縮合させることができる４～８員のヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し；
　Ｒ3は、アルキル、アリール、アラルキル、または－ＮＲaＲb（式中、ＲaおよびＲbは
それぞれ、アルキル基であり、またはこれらが結合している窒素原子と一緒になって、４
～８員のヘテロ環状基を形成する）であり；
　Ｒ4およびＲ5は、これらが結合しているジカルボキシミド基と共に、任意選択の芳香族
基、任意選択の飽和もしくは不飽和の環状基、または任意選択の飽和もしくは不飽和の二
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環状基に縮合させることができる４～８員のヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し；
　Ｒ6は、アルキル、フルオロアルキル、クロロアルキル、アリール、－ＮＲcＲd（式中
、ＲcおよびＲdはそれぞれ、アルキル基であり、またはこれらが結合している窒素原子と
一緒になって、４～８員の環状基を形成する）であり、あるいはＲ6はＲeおよびこれらが
結合している基と一緒になって、任意選択の芳香族基、任意選択の飽和もしくは不飽和の
環状基、または任意選択の飽和もしくは不飽和の二環状基に縮合させることができる４～
８員のヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し；
　Ｚは、アルキル、アリール、または－（ＣＯ）Ｒe（式中、ＲeはＲ6およびこれらが結
合している基と一緒になって、窒素ヘテロ原子および硫黄ヘテロ原子を有する４～８員の
ヘテロ環状またはヘテロ二環状基を形成し、前記ヘテロ環状またはヘテロ二環状基を、任
意選択の芳香族基、任意選択の飽和もしくは不飽和の環状基、または任意選択の飽和もし
くは不飽和の二環状基に縮合させることができる）であり；
　Ｙ1、Ｙ2、およびＹ3はそれぞれ独立に、単結合、またはアルキレン、ヘテロアルキレ
ン、アリーレン、カルボニル、カルボニルオキシ、カルボニルイミノ、オキシ、チオ、－
ＮＲf－（式中、Ｒfは、水素またはアルキルである）およびそれらの組合せからなる群か
ら選択された２価基であり；かつ
　Ｙ4およびＹ5はそれぞれ結合である）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３１】
　本発明に関連して使用することができるシステムおよびデータ解析技法のさらなる説明
は、「表面弾性波センサによる伝播速度推定（Ｅｓｔｉｍａｔｉｎｇ　Ｐｒｏｐａｇａｔ
ｉｏｎ　Ｖｅｌｏｃｉｔｙ　Ｔｈｒｏｕｇｈ　Ａ　Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｏｕｓｔｉｃ　
Ｗａｖｅ　Ｓｅｎｓｏｒ）」という名称の、２００３年１２月３０日出願の米国特許仮出
願第６０／５３３，１７７号明細書および本明細書と同日付出願の国際公開ＷＯ２００５
／０６６６２２に記載することができる。本発明のセンサを使用して標的生物学的分析物
の存在（または存在していないこと）を決定する他のデータ解析技法、例えば位相変位計
算などを平易にする実験後のノイズ低減フィルタとして使用する時間領域ゲーティングを
使用することもできる。さらに、潜在的に有用な他のデータ解析技法は、音響センサの使
用に関して本明細書で特定した文献に記載することができる。表面弾性波センサの使用に
関するシステムおよび方法は、そこに記載されているが、これらのシステムおよび方法の
使用は、他の音響的－機械的センサも共に使用することができると理解されたい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０５】
アクリジンオレンジ染色
　濃度１０ｍｇ／ｍＬのアクリジンオレンジ溶液をＭｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｐｒｏｂｅｓ（
カタログ番号　Ａ３５６８、米国オレゴン州ユージーン（Ｅｕｇｅｎｅ，　ＯＲ））から
得た。蒸留水で０．０１ｍｇ／ｍＬに希釈し、染色に使用した。０．２％（ｗ／ｖ）プル
ロニック（ＰＬＵＲＯＮＩＣ）　Ｌ６４界面活性剤（ビーエーエスエフ・コーポレーショ
ン、米国ニュージャージー州マウント・オリーブ（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，
　Ｍｏｕｎｔ　Ｏｌｉｖｅ，　ＮＪ）、ＰＢＳ－Ｌ６４緩衝液）を含有するＰＢＳ緩衝液
中の黄色ブドウ球菌（ＡＴＣＣ　２５９２３）を、アクリジンオレンジで染色した。５０
０μｌの黄色ブドウ球菌（Ｓ．　ａｕｒｅｕｓ　ｂａｃｔｅｒｉａ）溶液を、５００μｌ
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のアクリジンオレンジ希釈溶液と混合し、室温で１５分間静置した。溶液をボルテックス
し、８０００回転／分（ｒｐｍ）で５分間遠心した。上澄みを除去し、５００μｌの蒸留
水を添加し、ボルテックスし、再度遠心した。この洗浄手順をさらに２回繰り返し、次い
で細菌をＰＢＳ－Ｌ６４緩衝液に分散し、十分にボルテックスして、凝集塊を破壊した。
緩衝液中、染色された黄色ブドウ球菌の濃度は、１０9コロニー形成単位／ミリリットル
（１０9ｃｆｕ／ｍＬ）であった。
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